
1.紀の川大堰概要説明

流水調整課長がスライドを用いて、紀
の川の歴史や、紀の川大堰の仕組み・
役割などを説明しました。

うなずきながら熱心に話を聞く、皆さ
んの姿がみられました。

団体見学概要
日 時： 平成29年６月６日（火）

13：30 ～ 15：00
会 場： 水ときらめき紀の川館
参加人数：22名
団体名： 大和川右岸水防事務組合（大阪）

水ときらめき紀の川館に
団体の来館者がありました

流水調整課 H29.06.07

紀の川大堰の水ときらめき紀の川館に大和川右岸水防事務組合
の皆様が見学に来られました。
当事務所から流水調整課の2名が対応し、紀の川大堰の概要

説明、館内外の見学案内をいたしました。
また、多岐にわたる質問もたくさんいただきました。
参加された皆様には「紀の川大堰の必要性や役割について

しっかり学べ、理解を深めることができた」と喜んでいただけ
ました。



質問
Q１.農業用水が大量に必要な季節などは、紀の川大堰の水位（貯水量）をあげた
りするのですか？

A１.いいえ。水位は季節を問わず常に一定を保っています。決められた貯水量が
ありますので、それを変動させることはありません。

Q２.また魚道観察室に来たいのですが、きらめき館の職員さんに知らせないと入
れないのですか?

A２.魚道観察室は、土曜・祝日を除く8時～16時の間でしたら、どなたでも見て
いただけるようになっています。特に職員に知らせていただく必要もございませ
ん。ただ、台風や大雨等で危険とみなされるときは閉鎖いたしますので、ご了承
ください。

人工河川式魚道を上から見て
いる様子。

銀色のアユがときどき光って
見えていました。

3階展望デッキでは、対岸の町と紀の川大
堰を一望できます。今日は、2号ゲートの
補修工事が完了し、予備ゲートを撤去す
る大きなクレーン車が何台も見えていま
した。

3.館外の魚道見学

2.館内の見学

1階展示ホール床面の航空写真。
136kmの長さを誇る紀の川の流
域が見れます。

これまでの水害の歴史や源流についてのパネルを熱心に見
ている様子。

紀の川周辺で採取され
た昆虫の標本を、興味
深く見られていました。


